
２
０
１
４
年
４
月
か
ら
消
費
税

を
８
％
に
、
２
０
１
５
年

10月
か

ら

10％
へ
の
増
税
実
施
・
社
会
保

障
改
悪
法
が
国
会
で
成
立
。
本
山

修
一
議
員
は
実
施
さ
れ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
負
担
増
に
な
る
の
か

た
だ
し
ま
し
た
。

政
策
財
政
部
長
は

75歳
以
上
の

年
金
夫
婦
世
帯
月
額

18万
円
の
場

合
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る

負
担
増
に
加
え
、
年
金
減
額
分
、

後
期
高
齢
者
・
介
護
保
険
料
引
き

上
げ
分
の
合
計
で
は

13万
５
千
円

程
度
の
負
担
増
に
な
る
と
答
弁
。

同
議
員
は
、
政
府
が
計
画
し
て

い
る
｢
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
｣
が

実
施
さ
れ
れ
ば
一
層
減
額
に
な
り
、

こ
れ
を
あ
わ
せ
る
と

17万
５
千
円

と
実
に
ひ
と
月
分
の
年
金
な

な
く
な
る
と
指
摘
。

同
部
長
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
片

働
き
、
子
２
人
(
３
歳
か
ら
中
学
生
)
、

年
収
４
０
０
万
円
の
年
間
の
負
担

増
は
、
消
費
税
増
税
と
子
ど
も
の

た
め
の
手
当
支
給
減
、
市
県
民
税

の
年
少
扶
養
控
除
廃
止
に
よ
る
負

担
増
な
ど
合
計
で

26万
１
千
円

の
負
担
増
（
試
算
）
と
答
弁
。

同
議
員
は
他
に
社
会
保
険
料
引

き
上
げ
分
を
加
え
る
と

29万
円
を

超
す
負
担
増
と
な
る
と
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
１
９
９
０
年
度
と
２

０
１
０
年
度
の
国
と
地
方
の
税
収

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
同
部
長
は
下

図
の
よ
う
に
な
る
と
答
え
ま
し
た
。

消
費

税
増
税
で
税
収
減

同
議
員
は
こ
れ
に
２
０
１
２
年

度
見
込
を
加
え
る
と
消
費
税
創
設

以
来

20兆
円
も
税
収
が
落
ち
込

む
。
消
費
税
が
景
気
を
悪
化
さ
せ
、

税
収
を
落
ち
込
ま
せ
て
い

る
と
指
摘
。
市
長
に
税
と

社
会
保
障
の
一
体
改
革
が

市
民
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
、
持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
や
安
定
的

な
財
源
確
保
の
た
め
に
は

給
付
に
見
合
っ
た
負
担
を

国
民
自
身
に
求
め
ざ
る
を

得
な
い
、
や
む
を
得
な
い

選
択
と
答
弁
。
本
山
議
員

は
、
消

費
税

に
頼

ら
な
い
別

の

道
が
あ
る
と
日
本
共
産
党
の
提
言

〈
ム
ダ
一
掃
の
財
政
改
革
・
富
裕

層
と
大
企
業
に
応
分
の
負
担
を
求

め
る
税
制
改
革
・
経
済
の
活
性
化

な
ど
〉
の
概
略
を
述
べ
ま
し
た
。

発 行：日本共産党川越市議会議員団
連絡先：川越市役所内日本共産党控室
２２４－８８１１（内線３６３６）
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※生活相談を随時、受付ています。

川
越
駅
西
口
駅
前
広
場
が
新
た

に
生
ま
れ
か
わ
り
ま
す
。
現
在
噴

水
広
場
の
撤
去
や
地
下
道
の
埋
戻

し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
改
修

後
は
２
階
改
札
口
か
ら
ぺ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
デ
ッ
キ
を
通
り
、
川
越
駅

南
大
塚
線
道
路
の
歩
道
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
階
段
で
降
り
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
の
駅
広
場
の
地

下
に
は
雨
水
貯
留
施
設
が
、
デ
ッ

キ
中
央
階
段
下
に
は
障
が
い
者
の

方
に
も
安
心
な
多
機
能
ト
イ
レ
も

設
置
さ
れ
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
は
平

成

26年
４
月
の
予
定
で
す
。
さ
ら

に
駅
西
口
に
は
西
部
地
域
振
興
ふ

れ
あ
い
拠
点
施
設
が
建
設
予
定
で
、

今
後
、
市
の
発
展
の
た
め
に
も
適

切
な
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
口
議
員
は
、
一
つ
目
に
暫
定

自
由
広
場
・
暫
定
駐
輪
場
の
今
後

に
つ
い
て
、
災
害
時
の
一
時
避
難

所
と
し
て
も
広

場
や
公

共
駐

輪

場
は
必

要
で
早
急
に
市
の
計
画

を
示

す
こ
と
。
二
つ
目
に
、
西
口

周
辺
を
利
用
す
る
企
業
や
学
校
な

ど
の
送
迎
バ
ス
、
観
光
バ
ス
な

ど
が
発
着
す
る
バ
ス
プ
ー
ル
が

必
要
で
は
な
い
か
。
三
つ
目
に
、

県
地
方
庁
舎
が
ふ
れ
あ
い
拠
点
施

設
に
移
転
し
た
後
の
利
活
用
に
つ

い
て
課
題
を
あ
げ
、
市
の
対
応
を

た
だ
し
ま
し
た
。

消
費

税
増

税
は

子
育

て
・

年
金

世
帯

も
直

撃

日
本

共
産

党
が
市

民
へ
の
影

響
を
質

問

日本共産党川越市議会議員団 市議会報告 (1)

ど
う
な

る

!?川
越

駅
西

口
周
辺

計
画

本山 修一議員

文化教育常任委員

かきた有一議員

総務財政常任委員

川口ともこ議員

保健福祉常任委員

こんの英子議員

産業建設常任委員

２０１２年
10、11月号市議会報告

「
川
越
市
公
契
約
条
例
」

が
議
員
提
案
で
提
出
さ
れ
、
議
会

運
営
委
員
会
に
付
託
し
て
継
続
審

議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
条
例
案
は
、
市
が
締
結
す

る
請
負
契
約
に
基
づ
く
業
務
、
指

定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
公
の
施
設

の
管
理
業
務
で
働
く
人
の
適
正
な

労
働
条
件
等
を
確
保
し
、
労
働
者

の
生
活
の
安
定
を
図
り
、
地
域
経

済
・
地
域
社
会
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。
議
会
運
営
委
員
会
で
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
で
上
程
と
な
っ

た
も
の
で
、
議
員
提
案
の
政
策
議

案
と
な
る
画
期
的
な
も
の
で
す
。

議
案
の
内
容
に
つ
い
て
議
会
運

営
委
員
会
は
、
政
策
委
員
会
を
設

置
し
て

12月
議
会
を
め
ざ
し
て
論

議
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

公
契

約
条

例
を

議
員

提
案

で
上

程
継
続
審
議
で

12月
議
会
に
む
け
議
論
は
じ
ま
る

西口駅広場イメージ
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昨
年
市
長
は
「
家
庭
ご
み
の
費

用
負
担
に
つ
い
て
」
審
議
会
に
諮

問
し
、
有
料
化
の
考
え
を
示
し
ま

し
た
。
目
的
は
、
新
た
な
減
量
施

策
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
ま
す
。

川
越
市
で
は
ご
み
の
分
別
収
集
、

布
類
・
小
型
家
電
の
拠
点
回
収
、

集
団
回
収
事
業
報
奨
金
制
度
、
コ

ン
ポ
ス
ト
容
器
購
入
補
助
な
ど
様
々

な
取
組
み
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、

市
民
の
努
力
で
一
人
あ
た
り
の
ご

み
排
出
量
は
、
県
内
他
市
や
全
国

平
均
と
比
べ
て
１
割
以
上
少
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

審
議
会
か
ら
５
月
に
中
間
報
告

が
あ
り
、
今
後
の
審
議
に
あ
た
り

①
具
体
的
な
有
料
化
制
度
の
設
計
、

②
そ
れ
に
対
す
る
市
民
の
意
見
聴

取
、
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
き
た
有
一
議
員
は
、
他
市
よ

り
減
量
が
進
ん
で
お
り
、
単
純
に

有
料
化
し
て
も
減
量
は
進
ま
な

い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

市
は
７
月
に
講
演
会
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
市
民
か
ら
は

「
現
状
の
ま
ま
の
有
料
化
は
反
対
」

「
ご
み
処
理
の
広
報
や
Ｐ
Ｒ
が
不

足
」
な
ど
の
意
見
が
出
て
い
ま
す
。

本
市
直
下
型
地
震
が
発
生
し
水

道
・
電
気
等
が
破
壊
さ
れ
た
と
き
、

皆
さ
ん
が
生
活
す
る
避
難
所
が
３

万
８
千
人
余
り
足
り
ま
せ
ん
。

川
口
と
も
こ
議
員
は
、
市
民
の

命
を
守
る
観
点
か
ら
避
難
所
の
拡

大
と
社
会
的
弱
者
と
な
る
乳
児
・

障
が
い
者
・
介
護
が
必
要
な
お
年

寄
り
の
た
め
の
福
祉
避
難
所
の
設

置
に
つ
い
て
川
越
市
防
災
計
画
を

見
直
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。
市
長

は
、
避
難
所
に
つ
い
て
は
平
成

25

年
度
に
国
県
か
ら
の
新
た
な
被
害

想
定
が
示
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
こ
れ
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
は
現
在
指

定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

来
年
度
見
直
し
を
示
唆
し
ま
し
た
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
な
ど

災
害
時
要
援
護
者
の
登
録
希
望
者

が
８
１
１
９
人
に
の
ぼ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
川
口
議

員
は
、
千
葉
県
市
川
市
や
川
越
市

緑
ヶ
丘
自
治
会
自
主
防
災
会
の
積

極
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
自

治
会
や
自
主
防
災
会
の
要
援
護
者

避
難
体
制
づ
く
り
に
市
の
支
援

強
化
を
求
め
ま
し
た
。

家
庭

ご
み

の
有

料
化

は
必
要

か
？

市市 市市
民民 民民

のの のの
命命 命命

をを をを
守守 守守

るる るる
防防 防防

災災 災災
体体 体体
制制 制制

をを をを
！！ ！！

廃止と判定された初雁公園プール存続を
本山修一議員は、「公開事業点検でわずか45分で廃止と判定されたが十分な検

討がされていない。市民から同プール存続の強い要望が出ている。必要な改修を

行い今後も利用できるようにすべきではないか。」と市長に見解を求めました。

市長は「要望書を受け取り初雁公園プールが市民に親しく利用されていること

を改めて強く感じた。市政１００周年に初雁公園整備基本構想があり、見直しを

検討中。市民の意見を拝聴し慎重に検討を進める。」と答えました。

市民の暮らし守るため積極的論戦 ─日本共産党─

長
引
く
景
気
の
低
迷
と
、
相

次
ぐ
増
税
負
担
増
に
よ
り
市
民

生
活
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
個
人
市
民
税

の
減
少
と
な
っ
て
市
の
財
政
に

も
悪
影
響
と
な
っ
て
表
れ
ま
し

た
。
生
活
困
窮
で
納
税
が
で
き

な
い
方
も
増
え
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

川
合
市
政
で

25億
負
担
増

し
か
し
、
前
年
度
に
つ
づ
き
、

新
た
に
手
数
料
、
保
育
料
の
値

上
げ
、
要
介
護
高
齢
者
手
当
の

削
減
等
の
負
担
増
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
川
合
市
政
が
誕

生
し
て
か
ら
の
負
担
増
な
ど

の
合
計
は
、
主
な
も
の
の
だ
け

で

25億
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。

歳
出
で
は
民
生
費
の
不
用
額

が
増
え
て
い
ま
す
。
敬
老
マ
ッ

サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
や
要
介
護
高

齢
者
手
当
は
、
前
年
よ
り
減
ら

し
た
予
算
を
大
幅
に
使
い
残

し
て
い
ま
す
。
商
工
費
、
農

林
水
産
業
費
、
労
働
費
が
前

年
に
比
べ
減
少
し
て
お
り
、

地
域
や
産
業
を
活
性
化
さ
せ
る

施
策
が
不
十
分
で
す
。

正
規
職
員
が

10年
間
減
り
続

け
、
一
方
で
非
正
規
職
員
が
大

幅
に
増
え
て
い
ま
す
。
地
方
へ

の
権
限
移
譲
な
ど
で
市
の
仕
事

が
増
え
て
お
り
、
職
員
へ
の
負

担
が
増
え
る
こ
と
は
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
後
、
大
規
模
事
業
な
ど
投

資
的
経
費
の
増
加
も
予
想
さ
れ
、

身
の
丈
に
合
う
事
業
規
模
や
事

業
内
容
の
精
査
が
必
要
で
す
。

負
担
増

続
く

─
平

成

23年
度

決
算

─

９
月

議
会

の
経

過

９
月
５
日
開
会
し
た
市
議
会

は

10月
２
日
、
市
長
提
案
の

22

議
案
な
ど
を
可
決
し
閉
会
し
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
議
員
団
は
、

平
成

23年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
と
同
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
決
算
認
定
に
反

対
、
そ
の
他
の

20議
案
等
に
賛

成
し
ま
し
た
。
こ
ん
の
英
子
議

員
は
出
産
の
た
め
今
議
会
は
お

休
み
し
ま
し
た
。

年
金
請
願
は
不
採
択

「
年
金
支
給
額
の
切
り
下
げ

と
年
金
支
給
開
始
年
齢
の
切
り

上
げ
を
行
な
わ
ず
、
無
年
金
・

低
年
金
者
に
対
す
る
緊
急
の
救

済
措
置
を
行
な
う
こ
と
を
求
め

る
請
願
書
」
に
つ
い
て
、
日
本

共
産
党
か
ら
川
口
と
も
こ
議
員

が
賛
成
討
論
を
お
こ
な
い
ま
し

た
が
、
党
議
員
団
３
名
の
賛
成

少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

い
じ
め
再
発
防
止
を
求

め
る
決
議
採
択

今
年
１
月
市
内
中
学
生
に
よ

る
い
じ
め
の

延
長
上
の

傷
害
事

件
が
発
生
、
市
議
会
は
市
内

教

職
員
に
事

態
の
概
要
、

汲
み
取

る
べ
き

教
訓
を

知
ら
せ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
は
極
め
て

重
大
と

し
て
６
項
目
の
い
じ
め
再
発
防

止
へ
の
対
応
を
全
会
一
致
で
決

議
し
ま
し
た
。

中
央
図
書
館

前
オ
ー
プ
ン

川
越
し
ご
と
支
援
セ
ン
タ
ー


